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卒業記念発表会の取り⤌みとその教育ຠᯝについて 

Efforts of graduation memorial presentation and its 

educational effect 

ᓥ⏣直⨾・成⏣₶子・Ᏻಸె・Ụ่㤶⧊・᪂⏣成ᙪ・野ᓮဴஓ  

Naomi Shimada・Junko Narita・Rika Abe・Kaori Esashi・Naruhiko Nitta・Tetsuya Nozaki  

はࡵࡌに 

᪫ᕝ⚟♴ᑓ門学ᰯでは、卒業時の学⩦の⥲まとめとして、1977 年（ 52 年）の㸯期生卒業時か

ら発表会のไ作に取り⤌んでいる。当ึは、㸰年間の練⩦の成ᯝを発表するࣆアࣀの演奏会というᙧ

でጞまった卒業発表であるが、現ᅾは教育ㄢ⛬ୖ「卒業演⩦」としての位置࡙けを持ち、卒業記念ㄅ

ࠗᾠ࠘の⦅集・発行と卒業記念発表会の㸰つに取り⤌んでいる。このような活ືは、よく「㸰年間

の学びの集大成」と言われるが、㸰年間の学びの成ᯝがこの活ືに生かされていくだけではなく、こ

の卒業記念発表会の取り⤌みを㏻して、学生一人ࡦとりが᭦に一ᒙの成㛗を㐙げていくことを┠ᶆ

に取り⤌まれている活ືである。この活ືを㏻して、学生は保育者として、人間として大きく成㛗し

て卒業を㏄え、♫会とṌんでいくのである。 

本✏は、年ᗘで 42 回┠を㏄えるこの「卒業記念発表会」の取り⤌みについて、あらためて振

り返り、保育者としての育ちに本活ືがいかに㛵わり、本ᰯの保育者㣴成においていかに教育ຠᯝを

高めているか、その意⩏を確ㄆするとともに、後の活ືの方向性について検討するためのㄢ題を

探ることを┠的とする。卒業記念発表会は、本ᰯにおける㸰年間のあらࡺる学びの集大成として取り

⤌まれる活ືであり、そこでồめられる能力はከᒱにわたる。そこで、ྍ能な㝈り様々な㡿ᇦから本

活ືの意⩏を捉えるため、ᑓ௵教ဨྛ自がᢸ当するㅖ㡿ᇦについて捉えていくこととする。 

㸯．༞ᴗグᛕⓎ表のἢ㠉 

本ᰯは保育ኈ㣴成ᰯとして 1975 年（ 50 年）に㛤ᰯ。以来 42 年間「ᩗኳឡ人」をᘓ学の⢭⚄

にᑓ門的な▱識・技術にຍえ、心豊かな人間性と感性を持った保育ኈ、⚟♴ᚑ事者の㣴成を┠ᣦして

教育活ືに取り⤌んできた。ᆅᇦの子ども㐩やおẕさん方との触れྜいから学ࡪ「ᆅᇦᨭ援活ື」や

「子育てᨭ援活ື」、豊かな自↛⎔ቃの୰で子ども㐩と一緒に遊び、体験する「᳃のいくえん」な

ど、本ᰯ⊂自のカリࣗ࢟ラムの୰で、学生は様々な体験や学⩦をしている。その学生にとっての集大

成である「卒業記念発表会」は、༢に㸰年間の学びを発表するだけではなく、学生が体となって企

画、運Ⴀに取り⤌むことや、こども学⛉㸯年生、㸰年生全ဨで༠力して作に取り⤌む㐣⛬を㏻して

いに高めྜい、保育・幼児教育の現場でồめられる実践力を育むことを┠的に取り⤌んできた。 
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 52 年に᪫ᕝᕷẸ文化会㤋ᑠ࣍ールで㛤ദされた第㸯回から現ᅾまで、発表の内容や、㛤ദ場

ᡤの変᭦などはあるが、意ᕤኵをしながら⥅⥆している。ཧຍする学生の人ᩘや意識の違いもある

が、㸰年間の集大成として取り⤌む┠的は変わらず先㍮から後㍮とᘬき⥅がれ、保育ᡤ、幼⛶ᅬ、

⚟♴タ、ᐙ᪘などከくの方々に見て㡬く実践の場であり、大きな学びのᶵ会となっている。 

ᖹ成 20 年、第 32 回┠からは「司会進行」「人ᙧ劇」「オペレッタ」の３部門に分かれて㛤ദするよ

うになり、それࡒれの部門内での‽ഛや練⩦、実を㏻して「音楽表現」「人間㛵ಀ」「㐀ᙧ」「表現」

「⎔ቃ」などそれࡒれの㡿ᇦをྵめた⥲ྜ的な学びと⧅がるよう体ไをᩚえ、学生一人ࡦとりにと

っての実した活ືを┠ᣦしている。また、ᖹ成 22 年、第 34 回からはᮾᕝ⏫での㛤ദとなり、᪫ᕝ

ᕷཬび近㑹の保育ᡤ、幼⛶ᅬの子ども㐩を対㇟とした公演を３᪥間で㸳回、一⯡公演㸰回、ィ㸵回の

公演を行っており、1,000 ྡを㉸える方々に見て㡬くことができている。また、その୰には本ᰯ、

ㆤ⚟♴⛉、་⸆⚟♴学⛉、᪥本ㄒ学⛉の学生もྵまれており、台‴やベトࢼム、タイなどから᪥本ㄒ

を学びに来ている␃学生と学⛉や学年、ᅜ⡠も㉸えてὶを深め、学びྜうᶵ会にもなっている。  

㸰年生にとっては㸰年間の集大成となる「卒業記念発表会」であるが、企画、運Ⴀの୰心となる運

Ⴀጤဨを㸯、㸰年生ΰྜで⤌⧊することによって、㸯年生も体的にཧຍすることとなり、㸰年生と

の活ືを㏻して自分㐩の┠ᣦすべき┠ᶆを見定める大きな学びのᶵ会となっている。㸰年生は「人ᙧ

劇」「オペレッタ」「司会進行」の３部門にᡤᒓする、全体ྜၐのᣦ者、క奏者をᢸ当する。㸯年

生は「㸯年生ྜၐ」「手作りおもちࡷのไ作・ᒎ示」に全ဨが取り⤌む、㸯年生ྜၐのᣦ者、క

奏者をᢸ当、その、保育ᡤや幼⛶ᅬのཷけ入れ、内≧の発㏦などをᢸ当するᗢົ、ྛ 部門の↷明、

会場やステージのタႠ、物品のᦙ入、᧔、㥔㌴場のㄏᑟなどもすべて学生㐩の手でᢸ当することと

なる。‽ഛから後∦付けまでの実践を㏻して㸰年生と一緒に活ືすることになるが、この短期間の集

୰した㛵わりの୰でᇵわれる人間㛵ಀ、ಙ㢗㛵ಀがᅵ台となり、♫会生活でᚲせとなる༠調性を育む

ことと⧅がり、集ᅋの୰で自分自㌟と向きྜう大きなきっかけになっている。    

ᑡ子化やሗ化など、子ども㐩を取りᕳく⎔ቃはᛴ⃭に変化しており、保育、幼児教育の現場では

様々なㄢ題やⴱ⸨と向きྜうこととなるが、本ᰯ、こども学⛉のከくの卒業生が現場で活㌍し⥆けて

いることも「卒業記念発表会」での成㛗、学びが大きく㛵わっていると思われる。ㅮ⩏や演⩦、実⩦

など㸰年間の学びや体験を⤫ྜし、実践で活かす力を㌟につけるための⥲まとめであり、᪫ᕝ⚟♴ᑓ

門学ᰯこども学⛉で 42 年間にΏって取り⤌んできた「卒業記念発表会」を、どのように⥅⥆してい

くかが本ᰯ、こども学⛉にとっても大きなㄢ題であると考える。 

㸰．㡢ᴦ表現の観点から 

卒業記念発表会の୰でも、「オペレッタ部門」と「一年生ྜၐ」「ྜ同ྜၐ」とんでいる活ືにつ

いて、音楽表現の観Ⅼから学生たちがどのように成㛗していくかをሗ࿌する。オペレッタ部門は、毎

年 10 人～20 人の学生によってᙧ成される。本ᰯでは、ไ作の全てを自分たちの力で㈥うことで、保

育者としての感性を㣴うことを┠ᶆとしている。そのため、学生たちの活ືはከᒱにわたり、様々な
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ቨに立ち向かうことになる。その㐣⛬で、表現することの㈐௵と楽しさを実感し、ཪ、自ᕫゎᨺを体

験することで௰間と༠力することの大ษさや㐩成感をわうことを┠的としているのである。 

「オペレッタ部門」では、16 ᑠ⠇⛬ᗘだが、作᭤にᣮᡓしている。歌モを考え、ࣆアࣀを使用し

メࣟディを決めていく。క奏は、とんどϨ・ϫ・Ϭの音がで、ࣇィࢼーレ等㛗い᭤は㌿調にも

ᣮᡓする。教ဨは、学生たちのᥥく᭤にୖがるようアドࣂイスするが、ᇶ本的には学生の自的な

活ືをᑛ㔜している。᭱近は、学生たち自らが考した方法で᭤作りを༠力している姿がある。それ

は、スマート࢛ࣇンの㘓音ᶵ能を使用し、ࣆアࣀがⱞ手な学生でも、とにかく「ዲきなように歌って

㘓音し⫈き直す」ことを繰り返しながら成させるのである。⫈いたメࣟディを楽㆕にすることは⡆

༢ではないが、経験のある学生がリードし༠力している。ここで、それまでのᤵ業で経験した᭤や童

ㅴのコード進行が㌟についているか、記㆕法を⌮ゎしているかが㔜せとなり、学生たちは反┬もྵめ

それまでの学びをࣇィードࣂックすることになる。 

᭤ができると、演奏練⩦である。演技練⩦と୪行して行われ発声練⩦からጞまり、姿ໃ、音㔞、発

音に気を付けいにὀ意しながら進めていく。はじめは人๓で歌うのがⱞ手な学生たちも、練⩦を㔜

だけでなくマリࣀアࣆるうちにしっかりとしたែᗘでステージに立とうとするようになる。క奏もࡡ

ンࣂやビブラ࢛ࣇン、リコーダーやࣇルート等も使用し、ᑡしでもཌみのある音楽を作りୖげようと

ດ力するようになる。先にも㏙べたように、全ဨがなにがしかの楽器にᦠわる方㔪で進めている。ⱞ

手であっても配役の㛵ಀでࣆアࣀをᙎかࡊるをᚓない場面もあり、௰間にᣦᑟされながら演奏できる

ようになり、本番では、ⓙがとんどᬯ㆕で演奏するようになる。ຠᯝ音も㌟近な楽器を使用し、演

技練⩦の୰でヨ行㘒ㄗしていく。また、演奏だけでなくダンスもྛ᭤にྜわせて考え踊っている。自

分たちの作った音楽のリズムを感じ、㌟体表現にまで᪼⳹させる。練⩦は大変だが、᪕ᚊとリズムの

エネルࢠーを感じ取り、思いษり歌い踊ることで、音楽そのものの持つ力を体感することができる。

この「思いษり㌟体を使い音楽を表現する」ことがオペレッタの㓬㓮の一つで、大きな教育ຠᯝを

期ᚅするとこࢁである。実㝿、ここまでの作業で、はじめはいに㐲៖し意見を発ಙすることができ

ない学生たちも、より良いものを作りୖげようとする意ḧが高まる୰で、次第にゎᨺされ、㈐௵感と

ともに、者とのコミࣗニࢣーションの大ษさを実感するようになる。このように、オペレッタไ作

による保育ኈ・幼⛶ᅬ教ㅍ㣴成としての教育ຠᯝは、演奏技術の向ୖもさることながら、音楽のエネ

ルࢠーをした内面的変化が᭱も㔜せと言えよう。 

卒業記念発表というྡ⛠だが、一年生にとっても㔜せな活ືとなっているのが、「一年生ྜၐ」で

ある。子どもたちになじみのある童ㅴや歌い⥅ࡂたいၐ歌などをྜၐにした作品を一᭤と、卒業をテ

ーマにした作品を一᭤、ྜィ᭤を演奏する。㹆㹐やఇみ、ᨺㄢ後等の時間も㈝やし、パート練⩦

からྜわせまで、運Ⴀጤဨとばれる௦表学生とᣦ者、క奏者の学生を୰心に練⩦ィ画を立てるこ

とからጞめ、௰間の意ḧを高めるにはどのようにしたら良いか⭉心する。はじめは、あまり口を㛤か

ない学生も、年生の┿な姿に่⃭され、本番が近࡙くにつれて自分たちがཷけ持つステージ「一
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年生ྜၐ」を成ຌさせようという気持ちが高まり、⫈く人の心をᡴつ演奏にまでୖがってくる。こ

の自発的な行ືが㉳こったとき、本活ືの┠的が㐩成されることとなる。 

㸯年・㸰年「ྜ同ྜၐ」は発表会᭱後のプࣟグラムであり、「ともしびを高くかかげて」と「大ᆅ

ㆭ㡴」を演奏する。カレッジࢯングとして歌い⥅がれているもので、卒業生や一⯡の観客も楽しみに

している。なࡐなら、学生たちの心のこもった歌声は、⫈く人の心にストレートにᒆき⍆⥺に触れる

こととなるからである。学生たちは、演奏が成ຌしているかどうかᏳな୰、いを思いやり、心を

一つにしようと考えᚲṚで歌っている。その一心な姿に、感ືしᾦをὶしている観客を๓にして、

ᗘは学生たちが、自分たちのಙじていたものが間違っていなかったことを確ಙし㐩成感で‶たされ

ᾦする。音楽を㏻して、௰間や観客と「感ືをඹ有する」ことが┦ຠᯝとなり、学生たちは自ಙを

⋓ᚓし、保育ኈ・幼⛶ᅬ教ㅍとして大ษな「感性」を㣴うものである。 

この卒業記念発表会での音楽表現の実践は、㛗い伝⤫に付けされ、卒業生がᗘ々来ᰯし就職後の

心のᨭえとさえなっていると発言するど、学生の成㛗はⴭしく、教育ຠᯝが大きいと実感している。

教ဨは、学生たちが自発的に活ືできるよう⎔ቃをᩚえるとともに、的確なアドࣂイスをしながら常

にഃ面からᨭ援していく。後は、学生の生の声をアンࢣート調ᰝなどによってල体的に検ドし、ᤵ

業のᅾり方のཧ考にしていきたい。 

３．言葉・言語表現の観点から ～豊かな感性は言葉の力に～ 

♫会人としてな人間㛵ಀを⠏くには、♫会人としてồめられる言葉遣いができなければならな

い。特に保育・幼児教育の現場においては、保ㆤ者とコミࣗニࢣーションを取ることがከく、その㝿

に礼やマࢼーもồめられる。また、保育者は᪥々、子どもたちとたくさんの言葉をわす。時には

〔めたり、ㄆめたり、ᣦ摘をしたり、子どもと一緒に笑ったり、Ἵいたり、感ືしたりする୰でಙ㢗

㛵ಀを育んでいく。このような᪥々の生活において、子どもたちは保育者の話す言葉を⪺き、時には

保育者の言葉の┿ఝをしながら、自分自㌟の言葉を⋓ᚓしていく。つまり保育者が発する言葉の全て

が、子どもが言葉を育む㝿のࣔデルとなる。学生たちは、そのことを⌮ゎしているつもりであっても、

ఱ気なく使っている言葉が㐺ษであることに気࡙いていない者、コミࣗニࢣーション能力や感性が

乏しく子どもの気持ちをỮみ取った言葉をかけてあげられない者も見られる。⚾たち教ဨは、学ᰯ生

活の୰で本人が気付くことができるよう働きかけるのは勿論、生活経験が㊊している現௦のⱝ者に

対し、様々な経験の୰で、感性を☻くᶵ会、自ᕫの見識をᗈげるᶵ会を作っていくᚲせがある。本ᰯ

では、その一番大きなᶵ会が卒業記念発表会であると考える。 

現ᅾの卒業記念発表会における３部門のうち、ここでは「司会進行部門」のㄝ明をする。司会進行

と⪺くと、一人やᑡ人ᩘで舞台やその会を進めていく人と思われるだࢁうが、ここでいう司会進行と

は、人ᙧ劇やオペレッタと同じ「部門」であり、毎年 10 ྡ⛬ᗘのメンࣂーでᵓ成される。司会進行

部門の役は次の３つであると考える。①卒業記念発表会のオープニングからエンディングまでを一

㐃の会として⧅いでいく。②ステージୖの演┠と演┠の間は⥽ᖒが㛢まる。その間も⥽ᖒの๓や会場
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全体を使い、観客が楽しく心温まるような企画を提供する。③保育・幼児教育を学んできたものの集

大成として、子どもから大人まで伝わる様々な保育技術（児童文化財）を披露する。このことから、

司会進行部門は位置的なことは勿論、会場に直接的に言葉を投げかけ反応に応えることから、観客と

の距離が一番近い部門である。役になりきる劇などと違い、立ち振る舞いや咄嗟の対応、言葉遣いな

ど、普段の姿が出てしまいやすいため、常に笑顔を心がけ、見られているという意識を持って臨んで

いる。また、これまでに行ってきた内容を３つの分野に分けて表すと以下のようになる。 

○お話の技法…大型紙芝居、大型パネルシアター、ペープサート、影絵、ブラックライトシアター 

マリオネットシアター等 

○音楽・リズム表現 ①演奏…ハンドベル演奏、器楽演奏、手作り楽器演奏、グラスハープ等 

          ②リズム…手遊び、リズム遊び、ボディーパーカッション等 

          ③歌・ダンス…体操、ラインダンス、ポンポンや旗などを使った踊り等 

○会場一体型ゲーム…シルエットクイズ、間違い探し、投げた物当てゲーム、文字当てパネル 

マジック、言葉遊び、風船運び競争等 

学生たちは、様々な題材を調べ、検討し、プレゼンテーションを行って内容を確定していく。やは

り、よく練られていて内容が深く明確なもの、伝える能力の高いものはイメージしやすく、みんなの

気持ちを捉えやすい。せっかく良い内容を考えても、それをプレゼンテーションの場で生かせない者

もいるため、こちらから質問を投げかけたり、言葉を補ったりしながら、良き発想の芽を摘まぬよう

学生の感性に働きかける援助を行っている。台本作成では、子どもたちに伝わる言葉、且つ、大人の

方々に失礼のない表現を意識し作成していく。原作のあるお話であれば、話の筋を大きく変えてしま

わぬよう気を付けながら、お話を膨らませていく。この作業はこれまで絵本などの児童文化財にどれ

だけ触れてきたかによっても感性に差が見られる。やはり、幼い頃から絵本に親しんできた学生は、

想像力や発想力に富んでいる。入学後、自ら絵本を手に取り親しんできた学生も、その経験が財産と

なり、保育者として品のあるアイデアを出すことができる。しかし、絵本などに積極的に触れてこな

かった学生は想像力が乏しく、テレビやビデオなどのメディアからの発想しかなく、ディズニーやジ

ブリといった内容に偏ってしまったり、お笑いコントの笑いが子どもにとっても楽しいものだと思い

込んでいたりする傾向が見られる。 

様々な保育技術（児童文化財）の研究実践は、就職先の保育・幼児教育の現場で即活用できるもの

となる。また、その時々の反応に瞬時に対応する力や、見られている意識を持ち常に周囲に気を配る

こと、笑顔でいることなど、保育者として大事な資質能力となる。卒業記念発表会の公演では、毎回

違う子どもたちが来場するが、決まって同じ反応を示す場面が毎年見られる。例えば、登場人物の行

方を問われ、「あっち」「こっち」と答えたり、「ブブブ～（豚の声）」などリズミカルな擬音が入る場

面で大笑いをしたり、繰り返しの場面では次第に子どもたちも一緒に口ずさんだりする姿がある。そ

れは、大人とは明らかに違う子ども特有の反応であり、その世界観に入り込むことができる純粋な感
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性を持っている。この発表会は、そういった子どもの⯆や㛵心を⌮ゎし、子どもの心を捉えられる

きっかけとなっていく。 

㸲．ே㛫㛵ಀの観点から ～Ꮫ⏕ࡶࡍࡊࡵࡀࡕࡓの・㡿ᇦࠕே㛫㛵ಀࠖࡾࡼᏛࡪ～ 

幼⛶ᅬ教育せ㡿、保育ᡤ保育ᣦ㔪、幼保㐃ᦠ型ㄆ定こどもᅬ教育・保育せ㡿がᖹ成 29 年 3 ᭶ 31

᪥に࿌示されᖹ成 30 年 4 ᭶ 1 ᪥より行される。これら 3 つにඹ㏻することとして、幼児教育期間

３年間の୰で「幼児期の⤊わりまでに育ってしい姿」として 10 㡯┠が示された。これは、年㛗児

からᑠ学ᰯ入学にかけて、さらにその後まで⥆く子どもの成㛗していく姿であり、保育ᡤやㄆ定こど

もᅬでは 0 ṓ児からの保育で育まれるものであると思われる。回のᨵゞは、子どもや子育てᐙᗞを

取りᕳく⎔ቃの」㞧化やᐙᗞやᆅᇦの子育て力のప下・ᆅᇦにおける子育てᨭ援のᚲせ性など、現௦

の♫会≧ἣの変化によるものと考える。回のᨵゞでは幼児教育・保育だけではなく、ᑠ学ᰯ以ୖの

学⩦ᣦᑟせ㘓も同時ᨵゞされる。では、これらの教育のᨵ㠉にあたり、子どもたちの生活の場である

教育・保育の現場ではఱがᚲせなのか。㡿ᇦの「人間㛵ಀ」の観Ⅼから、本ᰯで毎年行っている卒

業記念発表会「人ᙧ劇」の実践を考ᐹする。 

3 つのせ㡿・ᣦ㔪にඹ㏻する３ṓ以ୖ時の保育に㛵するࡡらいཬび内容より、「人間㛵ಀ」につい

て考える。「人間㛵ಀ」とは、「の人々と親しみ、ᨭえྜって生活するために、自立心を育て、人と

㛵わる力を㣴う」とある。その「ࡡらい」は①幼⛶ᅬ(保育ᡤ)の生活を楽しみ、自分の力で行ືする

ことの実感をわう。②㌟近な人と親しみ、㛵わりを深め、ᕤኵしたり、༠力したりして一緒に活

ືする楽しさをわい、ឡやಙ㢗感をもつ。③♫会生活におけるᮃましい⩦័やែᗘを㌟に付ける。

以ୖ３㡯┠であり、ࡡらいを㐩成するための内容がල体的に示されている。内容ոには「㐩と楽し

く活ືする୰で、ඹ㏻の┠的を見出し、ᕤኵしたり、༠力したりなどする。」とある、ࡡらいの②

が回のᨵゞで付けຍえられており、教育・保育の現場で子どもたちが㐩とᕤኵしたり、༠力した

りすることがᙉ調された。現௦の学生はᑡ子化♫会における人間㛵ಀの乏しさや親の㐣保ㆤ・㐣ᖸ΅

からみられる♫会性や緒性のᮍ⇍さなど問題Ⅼもከいと考える。これらの問題Ⅼをᨵၿすべく本ᰯ

の卒業記念発表会「人ᙧ劇」の実践の様子を考ᐹする。 

人ᙧ劇〇作は人ᙧಀ・大㐨ලಀ・⬮本ಀ・音楽ಀに分かれて作業が進められる。ྛಀ㸳～㸴ྡでの

活ືであるが༠同性が乏しく、作業がうまく進まないことが問題となることがከい。卒業記念発表会

という同じ┠的を持って活ືしているはずであるが、ඹ㏻の┠的意識やつ⠊意識・ᖐᒓ意識を持って

活ືすることが㞴しいのである。しかし学生たちも問題Ⅼをᢪえながら、時には႖ვをし、ᾦをὶし

たり、ྍឡい人ᙧを見て笑いあったり、いに意見をࡪつけあったり、様々な感をᢪきながら⣙㸲

か᭶の人ᙧ劇部門の活ືを行っていく。卒業記念発表会は全て手作りの舞台であり、全くఱもない≧

ែからの〇作であるため、確かに作業を進めていく㞴しさはあると思われる。舞台も会場によって大

きさが違うことから人ᙧの大きさも考えなくてはならず、舞台に対しての人ᙧの大きさや⫼ᬒの表現

の方などをྛ自の経験や想像力を持ちᐤって決めて行くが、経験㊊から୰々自分の考えをᙧにす
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ることが出来ず自分たちの力のなさを感じⴠち込み、ᝎむ୰で、学生同ኈの㛵ಀもᝏ化していく。そ

れでも㞴問をり㉺えた時のᎰしさや楽しさを学生たち自㌟が感じᚎ々に気持ちも明るく楽しさを

感じられるようになる。人ᙧをືかす頃には、学生同ኈが人ᙧのືかし方をᕤኵしたり、ᶍ⣴しなが

ら練⩦したりと集୰力も高まってくる。学生たちが一番楽しみにしていることが、発表会で幼⛶ᅬや

保育ᅬの子どもたちに見てもらうことである。自分たちの人ᙧ劇を子どもたちに見てもらい、楽しん

でもらう。子どもたちの࢟ラ࢟ラとした║差しや子どもたちの⣲直なḼ声を⫈き学生たちも笑顔にな

る。発表会๓に様々な人間㛵ಀでのⴱ⸨やⱞしみが一瞬にしてᾘえる瞬間である。 

♫会≧ἣの変化により、学生たちが成㛗してきた㐣⛬の୰にも、これから㛵わり育てて行く子ども

たちが㌟につけなければならないことと同様のことが㊊りていない例がከくᏑᅾするように思われ

る。そのような⎔ቃにおいて、集ᅋでの取り⤌みは㡿ᇦ「人間㛵ಀ」をྵむ㡿ᇦのせ⣲を㌟に付け

ることができ、「幼児教育において育みたい資質・能力」の୕本ᰕとなる「▱識ཬび技能のᇶ♏」・「思

考力、ุ᩿力、表現力等のᇶ♏」・「学び向かう力、人間性等」を育てるものとなる。同じ┠ᶆを持ち

ษ☩⌶☻を繰り返すことの大ษさ、集ᅋ内の自分を▱りⴱ⸨しながらもᖐᒓ意識を高めること、なに

より卒業記念発表会という同じ✵間を学生たちと子どもたちでඹ有しඹ感できることはいの成㛗

となるであࢁう。そして、自ᕫの自ಙとなることであࢁう。 

㸳．表現㐟࣒ࢬࣜ・ࡧ㐟ࡧの観点から 

幼児期後期は、現実にはないものを心の୰で思いそれを┿ఝたり、ࡈっこ遊びをしたりすることな

どがከくみられる。さらに、ものの見方や考え方も自ᕫ୰心的だが、ᑡしずつど野や行ືがᗈがり、

㐩とのかかわりを意識する気持ちが芽生える時期でもある。このように学び方のᇶ♏を㌟に付け豊

かな感性を育む大ษな時期には、生活や遊びを㏻して「おもしࢁい」「すࡈい」「思㆟だな、なんで㸽」

など様々な感ືに出会う。その思いがఱらかのᙧで表現され、ᐙ᪘や㐩など周囲にཷけṆめられた

時、表現したことの႐びをわい、᭦なる⯆・㛵心と⧅がっていく。幼⛶ᅬ教育せ㡿には「表現」

の㡿ᇦについて「感じたことや考えたことを自分なりに表現することを㏻して、豊かな感性や表現す

る力を㣴い、㐀性を豊かにする」と示されている。幼児が自発的に活ືし、表現する楽しさ、႐び

をわうことから自ᕫ実現の意ḧがᇵわれると考える。本ᰯの「表現」㡿ᇦは「遊びを㏻した⥲ྜ

的なᣦᑟ」として、㌟体表現を様々な内容で取り⤌んでいる。表現遊びとリズム遊びについては、幼

児が一人遊びから㐩など者とのかかわりを深め、ヨ行㘒ㄗを繰り返しながらඹ㏻の┠的や႐びを

わえるような取⤌をとおして、学生たちは学び㌟に付けている。 

感性とは人間としての⥲ྜ的な能力の高さであり、一例として、心の感性と体の感性とに分けられ

る。そのためには幼児期には様々な体験や経験を㏻して表現していくことがồめられている。⨾しい

ものや感ືする出来事に触れ楽しく表現することや、生活や遊びの୰から音やືきを自⏤に表現した

り演じたりすることで豊かな感性や表現能力を育む。そのための㌟体表現は表現遊びとリズム遊びか

らなり、幼児自㌟がどのように感じ、どのように考えたことを者に伝えることができるのか。学生
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は、リズムṌき（ス࢟ップ、ࣟࣕࢠップ、ࢶーステップ）、ືきの表現方法（㏿ᗘ・ᙉᙅ・✵間の変

化）、事㇟の表現（自↛の音、ື物の生活、人の感）リズム楽器のไ作（マラカスやኴ㰘、タンࣂ

リンなど）に取り⤌み、その感じる能力と表現する能力を育んでいる。 

㡿ᇦ「表現」の表現遊び・リズム遊びを㏻して学生たちはከくのことを㌟に付けている。幼児は毎

᪥の生活や遊びからከくのことを学ࡪこと。だからこそ学びのᇶ♏の場である幼児教育は㔜せであり、

そこにかかわる教ᖌの使は㔜いことなどである。2 年間本ᰯで㌟に付けた「表現遊び」「リズム遊

び」の▱識・技術は卒業記念発表会の様々な場面で㝶ᡤに活かされている。 

ྑの表は㐣ཤ 3 年間の実⦼であるが、本ᰯが㛗年にわたって取り⤌んできた発表会は、ただ演┠を

演じてきたのではなく学生が 2 年間で学⩦してきたことの集大成であるとともに、後かかわるであ

うと思われるᅬ児と教ࢁ

ᖌとしてのどⅬでの発表

会である。この発表会は

学生たちを一回りも回

りも成㛗させて学び⯋か

ら♫会人として㋃み出す

᭱後のヨ練の場である。

後もこの活ືを⥅⥆し

ていくが、時௦の変化と

ともにồめられる幼児教

育とそれにかかわる教ᖌ

の姿を㏣ồしていきたい。 

㸴．ಖ⫱・ᩍ⫋ᐇ㊶₇⩦の観点から 

文部⛉学┬によると、教職実践演⩦の㊃᪨は「の教職ㄢ⛬のᤵ業⛉┠のᒚಟや教職ㄢ⛬እでの

様々な活ືを㏻じて学生が㌟に付けた資質能力が、教ဨとして᭱ᑠ㝈ᚲせな資質能力として⤫ྜ・ᙧ

成されたかを、ㄢ⛬ㄆ定大学が自らの㣴成する教ᖌ像や฿㐩┠ᶆ等に↷らして᭱⤊的に確ㄆするもの

であり、全学年を㏻じたࠗ学びの㌶㊧の集大成࠘として位置࡙けられるもの㺁としている。また、ཌ

生ປ働┬は、保育実践演⩦の┠ᶆとして、㸯㸬保育に㛵する⛉┠ᶓ᩿的な学⩦能力を⩦ᚓする。㸰㸬

保育に㛵する現௦的ㄢ題についての現≧分ᯒ、考ᐹ、検討を行う。３㸬問題ゎ決のための対応、ุ᩿

方法等について学びを深める。㸲㸬ᚲಟ⛉┠（保育実践演⩦を㝖く。以下同じ。）ཬび㑅ᢥᚲಟ⛉┠

のᒚಟ≧ἣを㋃まえ、自らの学びを振り返り、保育ኈとしてᚲせな▱識・技能をಟᚓしたことを確ㄆ

する。の㸲つを示している。 

本ᰯの卒業記念発表会は、教育ㄢ⛬ୖ「卒業演⩦」であり、「保育・教職実践演⩦」そのものとし

て取り⤌まれている活ືではない。しかし、ୖ記のような保育・教職実践演⩦の㊃᪨や┠ᶆに↷らし

発 表 演 目 表現遊び・リズム遊びとのかかわり 

「オペレッタ」 
ヘンゼルとグレーテル(H28) 
オズの魔法使い(H27) 
人間になりたがった猫(H26) 

・幼児が喜ぶオペレッタの選択 
・幼児の遊びの動きを演目の中で再現 
・幼児の想像力を喚起する動きづくり 
・幼児のできるリズム感で歌い踊る 
・幼児の好きなＢＧＭの選択 

「人形劇」 
ア ラ ジ ン と 魔 法 の ラ ン プ
(H28) 
西遊記(H27) 
エルマーの冒険(H26) 
 

・幼稚園等の現場で活用可能な人形制作 
・幼児が喜び、可愛いと思う人形の制作 
・ワクワク、ドキドキなど冒険心があり、

夢が見られる演出 
・愛とやさしさ、勇気と正義など道徳的

価値も盛り込む 

「司会進行」 
大型紙芝居 
ダンス、マジック、手遊び 
器楽演奏、マーチング等 
 

・幼児と一緒に遊べる内容 
・「なぜ、どうして」と考えさせる演目 
・手作り楽器も活用 
・幼児がやってみたいと身を乗り出すよ

うな演出 
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ྜわせてみると、いわࡺる「学びの集大成」としての取り⤌みである卒業記念発表会は、そこでồめ

られる学⩦を大いに補・ᙉ化する役をᯝたしているといえる。 

また、文部⛉学┬は、教職実践演⩦のᤵ業の実にあたってྵめることが㐺当であるとされる事㡯

として、①使感や㈐௵感、教育的ឡ等に㛵する事㡯、②♫会性や対人㛵ಀ能力に㛵する事㡯、③

幼児児童生ᚐ⌮ゎや学⣭経Ⴀ等に㛵する事㡯、մ教⛉・保育内容等のᣦᑟ力に㛵する事㡯、をᣲげて

いる。同様に、保育実践演⩦の「内容」としてཌ生ປ働┬は「ᚲಟ⛉┠ཬび㑅ᢥᚲಟ⛉┠のᒚಟ≧ἣ

や保育実⩦を㏻しての学び等を㋃まえ、保育ኈとしてᚲせな▱識技能をಟᚓしたことを確ㄆする。」

とし、そのල体的な方法・内容のཧ考例として、「㸯㸬イントࣟダクション・これまでの学ಟの振り

返りについてのㅮ⩏・グループ討論、㸰㸬保育ኈの意⩏や役、職ົ内容、児童に対する㈐௵等につ

いてのグループ討論。ࣟールプレイング、３㸬♫会性、対人㛵ಀ能力、児童⌮ゎ等についてのグルー

プ討論、㸲㸬保育内容等のᣦᑟ力についてのㅮ⩏・グループ討論、㸳㸬資質能力の確ㄆ、まとめ」を

ᣲげている。これまでのྛ㡿ᇦの記㏙に見られるように、こうした保育・教職実践演⩦にồめられる

内容のࡰ全てにおいて、卒業記念発表会の活ືは、㛵㐃を持った取り⤌みとなっている。 

卒業記念発表会のไ作にあたっては、これまでにྛ㡿ᇦから㏙べられたように、㸰年間の学びを振

り返り、様々な▱識・技術を⥲ືဨしなくてはならない。また、部門と言うグループでの取り⤌みは、

一人ࡦとりが㈐௵を持って事に当たることはもちࢁん、周囲の学生と良ዲな人間㛵ಀを⠏くことが㔜

せになる。さらに保育者になる者として、こどもにࡩさわしい作品を作りୖげるという意では、༢

に▱識・技術だけでではなく、豊かな感性や人間性がồめられる。ල体的に言えば、例えば、ࢭリࣇ

一つ取っても子どもにとって⌮ゎしやすい言葉、かつ、子どもにえるにࡩさわしい言葉遣いになる

ようఱᗘも検討を㔜ࡡたり、演┠として取りୖげる話の原作がᝏ者をಽす（ẅす）タ定であっても、

どこまでのᭀ力的な表現がチされるか、ᝏ者のをዣうのかྰかといったことで、原作にこだわらず、

自分たちの作品を子ども㐩に見てもらうためにࡩさわしいものにするために、ఱᗘとなく話しྜいを

し、シࢼリオを᭩きえ、演じ直すという作業を繰り返して作りୖげている。こうした取り⤌みが、

保育者としてあるべき言ືを取ࢁうと意識することや、子どもの⌮ゎとつながっている。 

このように、卒業・就職に向けた⣙㸲か᭶間の取り⤌みは、学生を♫会人として、また保育者とし

て育てていくにあたって、これまでの㸰年間を振り返り、あらࡺる学びの成ᯝを発する「㸰年間の

学びの⥲まとめ」であるとともに、この㸲か᭶間の取り⤌みを㏻して᭦なる成㛗を㐙げる「㸰年間の

学びの⥲ୖげ」としてとても大きな意を持つ取り⤌みになっている。 

なお、卒業記念発表会は、そのྡの㏻り㸰年生の卒業ไ作としての活ືであるが、㸯年生も会の運

Ⴀや㸯年生発表と言うᙧでཧຍし、㸰年生と活ືをඹにする。その୰で、㸰年生の会を成ຌさせよう

とするᙉい思い、一生ᠱな取り⤌み、保育者として┦応しいែᗘをᚭᗏしようとする姿に触れ、ᙉ

く感化されるのである。㸯年生から㸰年生と⛣り変わる時期の、この卒業記念発表会での経験は、

学生を「保育者になりたいと思う者」から「保育者を┠ᣦすためにດ力する者」と確実に変えてい
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き、その学⩦ែᗘや意ḧに大きな成㛗をもたらす。このように卒業記念発表会は、㸯年生にとっても、

㔜せな教育ຠᯝをもたらすものとして取り⤌まれている。 

 にࡾࢃ࠾

卒業記念発表会は、これまでも教育的ຠᯝを実感して取り⤌まれていた活ືではあるが、回この

ようにᨵめてྛ分野・㡿ᇦの┠ᶆ・┠的などに↷らして検ドしてみると、͆ 全て手作り͇で取り⤌ま

れている活ືであることから、様々な㡿ᇦの学びが生かされ、また育てられていることがわかった。

回はᑓ௵教ဨがᢸ当する⛉┠・㡿ᇦに㝈定したが、例えば、㐀ᙧ表現なども、ྛ部門での大㐨ල・

ᑠ㐨ල、⫼ᬒ、⾰、人ᙧのไ作等、この活ືに取り⤌むにあたって㠀常に㔜せな㛵㐃を持つ㡿ᇦと

なり、まさに保育者としてのあらࡺる力がヨされる活ືとなっている。つまり本ᰯの保育者㣴成にと

って、それまで学んだ▱識・技術を⥲ືဨして取り⤌む⥲ྜ的な学⩦のᶵ会であり、㸰年間の集大成

であるとともに、保育者としてさらにもう一Ṍ成㛗を㐙げる㸰年間の⥲ୖげとして、大ษな役を

ᯝたしている。一方で学生ᩘのῶᑡなど、発表会のつᶍが⦰ᑠ化していく୰で、後どのような活ື

をᒎ㛤していくべきかがㄢ題となっている。༢なる記念行事ではなく、やはり保育者として成㛗でき

るための活ືであることが大ษであり、われわれ教ဨの実感としては㠀常に大きな教育ຠᯝをୖげる

活ືとして、膨大な時間とከ㢠の㈝用をかけて取り⤌まれている活ືではあるが、その教育ຠᯝの部

分を後、より一ᒙ明らかにしていかなければならない。そのためには、現≧では活ື反┬が༑分

であるとともに、教育ຠᯝ 定のᩘ್的な実ドが༑分にできていないといったㄢ題がṧっている。

後、卒業生やᅾᰯ生に対する活ືの取り⤌み๓後の意識調ᰝなども活用しながら、明らかにしてい

きたい。 
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